
教科 学年

9

美術 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

発　　感情やイメージなどの心
の世界を基に主題を生み出し，
形や色彩，構成などの効果を
考え，創造的な構成を工夫し，
心豊かに表現する構想を練っ
ている。
鑑　　造形的なよさや美しさを
感じ取り，作者の心情や表現の
意図と創造的な工夫などにつ
いて考えるなどして，美意識を
高め，見方や感じ方を深めてい
る。

態表　美術の創造活動の喜び
を味わい主体的に感情やイ
メージなどを基に構想を練った
り，意図に応じて自分の表現方
法を追求して創造的に表したり
する表現の学習活動に取り組
もうとしている。
態鑑　美術の創造活動の喜び
を味わい主体的に造形的なよ
さや美しさを感じ取り，作者の
心情や表現の意図と創造的な
工夫などについて考えるなどの
見方や感じ方を深める鑑賞の
学習活動に取り組もうとしてい
る。

美術２・３上p.16-17心のイメー
ジを形に

感情やイメージなどを形や色彩
などで表すことに関心を持ち，
感じ取ったことや考えたことを
基に主題を生み出し，形や色
彩，構成などの効果を考え材
料の特性を生かして創造的に
絵や立体で表す。○心で捉え
た感情やイメージなどから主題
を生み出す。○主題を基に形
や色彩，創造的な構成を工夫
するなどして表現の構想を練
る。○材料や用具の特性を生
かして表現方法を追求しながら
絵や立体に表す。

知　　形や色彩が感情にもたら
す効果や，造形的な特徴などを
基に，形や色彩の組み合わせ
を全体のイメージで捉えること
を理解している。
技　　絵の具などの特性を生か
し，意図に応じて自分の表現方
法を追求して創造的に表してい
る。



教科 学年美術 第３学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

1

2

　受け継がれてきた表現の特
質などから仏像彫刻のよさや
美しさを感じ取り愛情を深める
とともに，作者の意図と創造的
な工夫，美術文化の継承と創
造などについて考えるなどし
て，美意識を高め，見方や感じ
方を深めている。

美術の創造活動の喜びを味わ
い主体的に仏像彫刻のよさや
美しさを感じ取り愛情を深める
とともに，作者の意図と創造的
な工夫，美術文化の継承と創
造などについて考えるなどの見
方や感じ方を深める鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。

美術２・３下p.30-31仏像に宿る
心

顔や手の表情がもたらす効果
による全体のイメージなどを捉
え，仏像彫刻の特色やよさや
美しさに関心を持ち，作者の意
図と創造的な工夫，美術文化
の継承と創造について考えるな
どして，見方や感じ方を深め
る。

○作品を鑑賞し，顔や手の表
情がもたらす効果や，形や材
料，質感，空間などの造形的な
よさや美しさを感じ取る。
○時代や種類，作者による特
徴などを理解し，作品から受け
る思いについて意見を述べ合
う。

知　　形や材料などの性質，そ
れらが感情にもたらす効果や，
顔や手の表情や，質感，空間
などを基に，よさや美しさなどを
全体のイメージで捉えることを
理解している。

美術２・３p.下56石を彫る 技　　材料や用具の特性を生
かし，意図に応じて自分の表現
方法を追求して，制作の順序な
どを総合的に考えながら，見通
しを持って創造的に表してい

る。

態鑑　美術の創造活動の喜び
を味わい主体的に仏像彫刻の
よさや美しさを感じ取り愛情を
深めるとともに，作者の意図と
創造的な工夫，美術文化の継
承と創造などについて考えるな
どの見方や感じ方を深める鑑
賞の学習活動に取り組もうとし

ている。
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

3

美術２・３上p.55水墨画の表現 墨などで表すことに関心を持
ち，表したいものやイメージを
基に主題を生み出し，濃淡や
線などの効果を考えて表現の
構想を練り，墨の特性を生かし
て創造的に絵で表す。

○墨などの性質や技法に触れ
ながら，表したいものやイメー
ジから主題を生み出す。
○主題を基に，濃淡や線など
の効果を考えて造形的な表現
の構想を練り，工夫して表す。
○互いの作品や作家の作品を
鑑賞し合い，よさや美しさ，表現
の工夫などについて話し合う。

知　　水加減による濃淡や筆の
運びによる線の勢いなどが感
情にもたらす効果や，造形的な
特徴などを基に，墨などの単色
によりつくり出されるイメージを
全体で捉えることを理解してい
る。
技　　墨などの特性を生かし，
意図に応じて自分の表現方法
を追求して創造的に表してい
る。

発　　表したいものやイメージを
基に主題を生み出し，濃淡や
線などの効果などを考え，創造
的な構成を工夫し，心豊かに表
現する構想を練っている。
鑑　　造形的なよさや美しさを
感じ取り，作者の心情や表現の
意図と創造的な工夫などにつ
いて考えるなどして，美意識を
高め，見方や感じ方を深めてい
る。

態表　美術の創造活動の喜び
を味わい主体的に墨などの特
性を基に構想を練ったり，意図
に応じて自分の表現方法を追
求して創造的に表したりする表
現の学習活動に取り組もうとし
ている。
態鑑　美術の創造活動の喜び
を味わい主体的に造形的なよ
さや美しさを感じ取り，作者の
心情や表現の意図と創造的な
工夫などについて考えるなどの
見方や感じ方を深める鑑賞の
学習活動に取り組もうとしてい
る。
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1

美術２・３下p.54仏像の種類／
美術文化の継承

知　　形や材料などの性質，そ
れらが感情にもたらす効果や，
顔や手の表情や，質感，空間
などを基に，よさや美しさなどを
全体のイメージで捉えることを
理解している。

鑑　　受け継がれてきた表現の
特質などから仏像彫刻のよさ
や美しさを感じ取り愛情を深め
るとともに，作者の意図と創造
的な工夫，美術文化の継承と
創造などについて考えるなどし
て，美意識を高め，見方や感じ
方を深めている。
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単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
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1

美術２・３上p/24～29浮世絵は
すごい

浮世絵のよさや特性などに関
心を持ち，構図や色彩，作風や
印象などを捉え，制作者たちの
意図と創造的な工夫，美術文
化の継承と創造について考え
るなどの見方や感じ方を深め
る。○浮世絵作品を鑑賞し，気
付いたこと，感じたこと，考えた
ことを話し合う。
○出された意見を基に，構図や
色彩，線，彫りや摺りの特徴，
作風や作品の印象などに着目
しながら浮世絵の表現のよさや
特性をまとめる。
○制作者たちの意図と創造的
な工夫について考え，美術文
化の継承と創造などについて
考えたことをまとめ，発表し合
う。

知　　構図や色彩が感情にもた
らす効果や，線，彫りや摺りな
どの特徴を基に，作品の印象
などを全体のイメージや浮世絵
の作風などで捉えることを理解
している。

鑑　　浮世絵の表現のよさや美
しさを感じ取り，版画としての特
性，制作者たちの意図と創造
的な工夫などや美術文化の継
承と創造について考えるなどし
て，美意識を高め，見方や感じ
方を深めている。

態鑑　美術の創造活動の喜び
を味わい主体的に浮世絵の表
現のよさや美しさを感じ取り，版
画としての特性，制作者たちの
意図と創造的な工夫などや美
術文化の継承と創造について
考えるなどの見方や感じ方を深
める鑑賞の学習活動に取り組
もうとしている。
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2

美術２・３上p.30-31文化の出会
いがもたらしたもの

ジャポニスムの表現の特色や
時代背景などに関心を持ち，作
品の特徴や日本美術の作風が
どのように生かされているかな
どを捉え，表現の特色や美し
さ，作者の意図と創造的な工
夫，美術を通した国際理解，美
術文化の継承と創造について
考えるなどの見方や感じ方を深
める。○作品を鑑賞し，気付い
たこと，感じたこと，考えたこと
を話し合う。
○西洋の美術作品に影響を与
えた日本美術作品のよさや美
しさはどのようなところにあった
のか，作品の特徴や時代背景
なども視野に入れながら考え，
意見を述べ合う。
○ジャポニスムの表現の特色
や美しさ，作者の意図と創造的
な工夫，美術を通した国際理
解，美術文化の継承と創造な

知　　構図や色彩，線などが感
情にもたらす効果や，造形的な
特徴を基に，日本美術の作風
や印象がどのように生かされて
いるかを捉えることを理解して
いる。

鑑　　ジャポニスムの表現の特
色や美しさを感じ取り，作者の
意図と創造的な工夫や美術を
通した国際理解や美術文化の
継承と創造について考えるなど
して，美意識を高め，見方や感
じ方を深めている。

態鑑　美術の創造活動の喜び
を味わい主体的にジャポニス
ムの表現の特色や美しさを感じ
取り，作者の意図と創造的な工
夫や美術を通した国際理解や
美術文化の継承と創造につい
て考えるなどの見方や感じ方を
深める鑑賞の学習活動に取り
組もうとしている。
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態表　美術の創造活動の喜び
を味わい主体的に自分の姿か
ら感じ取ったことや心の内面な
どを基に構想を練ったり，構図
や表情など意図に応じて表現
方法を創意工夫して創造的に
表したりする表現の学習活動
に取り組もうとしている。態鑑
美術の創造活動の喜びを味わ
い主体的に造形的なよさや美し
さを感じ取り，作者の心情や表
情の意図と創造的な工夫など
について考えるなどの見方や
感じ方を深める鑑賞の学習活
動に取り組もうとしている。

発　　自分の姿を深く見つめ感
じ取ったことや心の内面などを
基に主題を生み出し，構図や
表情などの効果を考え，創造
的な構成を工夫し，心豊かに表
現する構想を練っている。鑑
造形的なよさや美しさを感じ取
り，作者の心情や表現の意図と
創造的な工夫などについて考
えるなどして，美意識を高め，
見方や感じ方を深めている。

知　　構図や顔の角度，表情や
しぐさ，背景や色彩などが感情
にもたらす効果や，造形的な特
徴を基に，自分の印象などを全
体のイメージで捉えることを理
解している。技　　材料の特性
を生かし，意図に応じて表現方
法を創意工夫して創造的に表
している。

自分の心の中を見つめ，自分
らしさや個性から主題を生み出
し，構図や表情などの効果を考
え，絵の具や用具などの特性
を生かし意図に応じて創意工
夫して絵や立体で表現する。○
自己と向き合い，自分の生き方
と照らし合わせながら，自分の
気持ちや性格，思い出や夢な
どについて考え，主題を生み出
す。
○主題を基に構図や色彩など
を試行錯誤し，創造的な構成を
工夫して構想を練る。
○材料などの特性を生かし，意
図に応じて創意工夫して表す。
○自分や友達の作品を鑑賞
し，その心情や表現の意図と表
現の工夫などについて考え，発
表し合う。

美術２・３下p.8～11今を生きる
私へ
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6

美術２・３下p.34-35自分へ贈る
卒業記念品

使う場面や飾る場所，思いなど
から主題を生み出し，形や色
彩，材料の効果を考え，意図に
応じて自分の表現方法を追求
して見通しを持ってデザインす
る。○これまでの美術の授業で
身に付けたことを生かして，使
う場面や飾る場所を考えて主
題を生み出す。
○造形的な美しさなどを考えて
構想を練る。
○材料や用具の特性を生かし
ながら，見通しを持って創造的
に表す。
○自分や友達の作品を鑑賞
し，表現の意図や工夫について
考え，話し合う。

知　　形や色彩，材料の質感な
どが感情にもたらす効果や，造
形的な特徴などを基に，意図や
効果など全体のイメージで捉え
ることを理解している。技　　材
料や用具の特性を生かし，意
図に応じて自分の表現方法を
追求して，制作の順序などを総
合的に考えながら，見通しを
持って創造的に表している。

発　　構成や装飾の目的や条
件などを基に，使う場面や飾る
場所，思いなどから主題を生み
出し，美的感覚を働かせて調
和のとれた洗練された美しさな
どを総合的に考え，表現する構
想を練っている。鑑　　使う場面
や飾る場所，思いなどとの調和
のとれた洗練された美しさなど
を感じ取り，表現の意図と創造
的な工夫などについて考えるな
どして，美意識を高め，見方や
感じ方を深めている

態表　美術の創造活動の喜び
を味わい主体的に調和のとれ
た装飾を考え構想を練ったり，
意図に応じて自分の表現方法
を追求して見通しを持って創造
的に表したりする表現の学習
活動に取り組もうとしている。
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単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
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知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
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1

美術２・３下p.12-13空想は現実
を超えて

空想や夢，心の中の世界など
から主題を生み出し，形や色
彩，描くものや配置などの効果
を考え，意図に応じて自分の表
現方法を追求して創造的に絵
で表現する。○夢，想像や感情
などの空想や心に広がる世界
などを考えたり広げたりしなが
ら主題を生み出す。
○主題を基に新たなことを想像
したり，さらに組み合わせたりし
ながら構想を練る。
○絵の具などの特性を生かし，
意図に応じて創意工夫して表
す。
○自分や友達の作品を鑑賞
し，その心情や表現の意図と表
現の工夫などについて考え，根
拠を明らかにして意見を述べた
り批評したりする。

知　　構図や色彩などが感情に
もたらす効果や，具体物や抽象
的な物の組み合わせなどを基
に，全体のイメージや作風など
で捉えることを理解している。
技　　絵の具などの特性を生か
し，意図に応じて自分の表現方
法を追求して創造的に表してい
る。

発　　空想や心に広がる世界を
基に主題を生み出し，形や色
彩，描くものや配置などの効果
を考え，創造的な構成を工夫
し，心豊かに表現する構想を
練っている。鑑　　造形的なよさ
や美しさを感じ取り，作者の心
情や表現の意図と創造的な工
夫などについて考えるなどし
て，美意識を高め，見方や感じ
方を深めている。

態表　美術の創造活動の喜び
を味わい主体的に空想や夢を
基にした心の中の世界から構
想を練ったり，意図に応じて自
分の表現方法を追求して創造
的に表したりする表現の学習
活動に取り組もうとしている。態
鑑　美術の創造活動の喜びを
味わい主体的に造形的なよさ
や美しさを感じ取り，作者の心
情や表情の意図と創造的な工
夫などについて考えるなどの見
方や感じ方を深める鑑賞の学
習活動に取り組もうとしている。


